様式２－３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

倉敷市長　あて

令和６年度放課後児童支援員等処遇改善加算事業実施報告書
（常勤職員の配置を要件とするもの　上限額：３，１５８千円）
運 営 事 業 者 名 　　●●児童クラブ　運営委員会　　　
クラブ名（法人のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者肩書・氏　名　運営委員長　●●　●●　　　　　　
児童クラブ番号　　　　９９９－１　　　　
次のとおり事業実施しましたので報告します。
記
１　総事業費　　　３，８２１，０００　円
　（賃金改善に必要な費用を含む常勤職員を配置するための費用及び常勤職員以外の職員の賃金改善に必要な費用　※平成２５年度の賃金（退職手当を除く）に対する改善）
２　事業実施期間　　令和６年４月１日～令和７年３月３１日
３　開所時間帯における通常の従事者数　　　３　人
　　　　　　うち支援員の数　　２　人
　　　　　　
４　開所時間　（平日）　　　　　　　　　　　１４：００～１９：００
（長期休暇中の平日）　　　　　　８：００～１９：００
５　年間開所日数　　　　　　２７０　日
６　保育料月額　　　　　　　８，０００円
７　配置する常勤職員の数　　　　　　　２　　人　
８　平成２５年度と比較して賃金改善する支援員等の数　　　３　　人
９　賃金改善する給与等の項目（あてはまるものすべてにチェック）
☑　　基本給（時給含む）
☑　　手当（内容：主任手当　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑　　賞与
☑　　その他（内容：社会保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１０　学校との連携の主な取り組み内容（具体的に）
　　内容：　児童クラブの事業案内や行事の予定、児童クラブに在籍する子どもの名簿を届けるなどして、児童クラブでの生活の様子を学校に伝えた。学校からは授業時間や年間行事予定や学校だより等を知らせてもらった。公開授業や学校行事に参加するなどし、学校での子どもの様子を知る機会を積極的に作るよう心掛け、学校からも子どもの放課後児童クラブでの生活に関わる情報を伝えてもらえるような関係を築くように努めた。また、児童クラブに学校との連携の窓口担当者を置き、学校の担当者との連携を図った。さらに、担当者同士が面談する機会を、年間を通して定期的に設けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１　保護者への連絡情報共有の主な取り組み内容（具体的に）
　　　内容：児童クラブへの出欠席の確認を徹底した。連絡帳を活用して出欠席や健康状態といった基本的な事項の連絡のほか、児童クラブにおける日々の子どもの生活の様子を伝える、家庭での様子を伝えてもらうなど、幅広く活用した。さらに迎えの際の直接の連絡、個人面談、保護者会等など複数の方法や機会を組み合わせて保護者に必要な情報を伝えた。児童クラブにおける子どもの遊びや生活の様子を日常的に保護者に伝え、子どもの状況について家庭と児童クラブで情報を共有した。
１２　防犯・防災対策について

　（１）計画策定時期　　　　　令和６年４月改定
　（２）避難訓練実施回数　　　３回
１３　要望・苦情への対応

（1） 苦情相談窓口を設置した時期　　平成２８年４月　　
　　（２）利用者への周知方法

周知方法：　要望や苦情の受付担当者を決め、児童クラブ内に掲示するとともに保護者への通信に記載した。また、子どもや保護者が要望や苦情を述べやすいような関係づくりに取り組んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
（3） 具体的な苦情対応の仕組み
　　　子どもや保護者等から寄せられた苦情に的確に対応することができるように、苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員からなる苦情解決体制を構築し、苦情解決の手順と仕組みを整備し、利用者への周知、苦情の受付、報告及び確認、苦情解決に向けての話し合い、苦情解決の記録及び報告を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１４　児童虐待早期発見への主な取り組み内容（具体的に）
　　　内容：日常の様々な場面において、子どもの心身の状態（あざや傷、言動の特徴、服装等）に留意するとともに、お迎えのときなど、直接保護者に会うときに保護者の様子にも留意した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　
１５　地域組織（町内会、民生委員等）や子どもに関わる関係機関との情報共有や相互交流の主な取り組み内容（具体的に）
内容：児童クラブの行事に地域の人々を招待する、支援員や子どもが地域の行事や関係機関が主催する行事に参加するなどの交流を通じて、地域から児童クラブの存在やその役割が認知され、親しみをもってもらえるように努め、日常的・継続的に不審者情報等を含めた地域の様々な情報が共有できるように取り組んだ。また、児童クラブに通う子どもの生活が地域の中で円滑に営まれるように日頃から地域組織や子どもに関わる関係機関等だけでなく、交通事情や地域の安全の状況など子どもの生活を視野に入れた近隣環境についても調べておいた。　　　　
１６　児童館や地域の公共施設等を活用し、子どもの活動と交流の場を広げるための主な取り組み内容（具体的に）
内容：児童クラブの中だけではなく、周辺にある公園や児童遊園、児童館、図書館等、地域の公共施設での遊びや活動が行えるよう、子どもが利用できる地域の公共施設や事業等を把握し、積極的に活用するよう取り組んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　

１７　事故や犯罪、災害などから子どもを守るため地域住民と連携、協力して子どもの安全を確保するための主な取り組み内容（具体的に）
内容：地域の中での事故、犯罪、災害等から子どもたちを守るために児童クラブの子どもが地域で過ごす際の見守りについての理解を広げ、地域の人々との連携、協力を得られるように努めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１８　子どもの病気やケガ、事故などに備えて地域の保健医療機関等との連携を図るための主な取り組み内容（具体的に）
内容：子どもの病気やケガ、事故等に備えて、診療所、病院や保健センター等を含む地域の保健医療機関等の連絡先を確認し、あらかじめ、児童クラブの概要や生活について伝えて協力を依頼し、子どもの健康状態等で気になることがある際にはすぐに相談できる関係を構築するよう努めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１９　保護者に不適切な養育等が疑われる場合に適切な対応を行うための主な取り組み内容（具体的に）
内容：不適切な養育等が疑われる場合には、支援員等の判断だけで対応するのではなく、運営員会と協議し、市や児童相談所に速やかに通告し、関係機関と連携して、適切な対応をとった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２０　同一小学校区の放課後子ども教室の関係者と連携を図るための主な取り組み内容（具体的に）
内容：児童クラブに在籍する子どもが放課後子ども教室の活動プログラムへ参加しやすくなるよう、放課後子ども教室の企画段階から放課後子ども教室のスタッフとの打ち合わせを定期的に行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
２１　事業実施期間中の平日開所日（長休日を含む月～金）　　　　　　２４０日　
２２　平日開所日（長休日を含む月～金）について、１８時半の時点での実際の利用児童数

　平均　３　人
２３　令和６年度の人件費総額（特別支援加算、特別支援強化加算、処遇改善加算、キャリアアップ処遇改善加算、賃金改善加算に計上する人件費を除く）
　１１，７３２，０００　円　
記入例








